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税金・国保料・介護保険料、後期高齢者保険料など、

住民負担増に対抗する学習決起集会

６月１７日(木) 14:00～16:00 菊水ビル4階大会議室

今年度の国保・介護・後期高齢者保険料と特徴など

後期高齢者医療制度に代わる制度として、政府の高齢者医

療制度改革会議で議論されている内容は全くひどいもので

す。4月に行われた会議では、●65歳以上、●64歳以下とは

別の独立した新たな国保、●県単位か広域連合で運営という

案が多くの委員から出ています。

これでは今の後期高齢者医療制度のワク組を何も変えず、

年齢を65歳まで下げるものでしかありません。4年後に廃止

と民主党政権は言いましたが、あと3年待っても、ひどい制度

になるだけです。即時廃止を、選挙に向けて訴えていきま

しょう！！

大阪社保協ハンドブックから絵を転載

身体・知的の障がい者にはバス・地下鉄・JRなどの

運賃が半額になる「運賃割引」制度がありますが、精神

障害者には適用されていません。精神障害者にも「運賃

割引制度」適用を求める実行委員会は、5月15日、大

通り公園で運賃割引適用を求める署名を訴えました。

この日は久々に晴れて暑いくらいの日差しの中で、大

通り公園を通る人も多く、立ち寄って署名をする人が目

立ちました。

参加者は次々とマイクを持ち、リレートークで「精神

障害者はなかなか仕事にもつけず収入がない人が多い。

社会参加で出かけたくても交通費がない」「通院が必要

だがそのための交通費も大変」などの実態を、切実に訴

えました。

晴天の大通りには精神の当事者だけでなく、身

体・知的の障がい者の人々など３５人が行動に参

加し、２４９筆の署名が集まりました。

５月１５日午後、13回豊平区社保協総会が開かれ、３０人が出

席しました。記念講演では勤医協札幌病院の細川誉至雄医師に、

キューバの医療を視察した報告をしてもらいました。経済封鎖で

厳しい中、古い医療機器を使いながら情熱と気概を持ってがん

ばっているキューバの姿に、参加者は感心して聞いていました。

第２部の総会では各加入団体の代表が、１年間の活動報告を

次々と行いました。小林事務局長が提案した議案や予決算は全員

に承認され、新役員体制も確認されました。


